
▲神秘的な色合いをみせる天空の湖パンゴンツォ

▲ジョージア最高峰シハラを眺めながら谷を行く

▲夕映えの世界最高峰チョモランマ

▲夏とは全く違った姿をみせるマッターホン

▲「山旅フォト倶楽部」中国撮影ツアーにて

山が好き、自然が好き、写真が好きな皆さまへ。
「山旅フォト倶楽部」へようこそ。
山肌を彩る一面のお花畑、朝陽に染まる雲海、吸い込まれそうな満天の星空、氷雪を抱
く迫力の峻峰群、山麓に生きる人々や動物たち。「世界の山旅」は、何処も美しい光景に
溢れています。旅先で出逢った絶景を、記憶に残る光のままに残したい。山旅を楽しみな
がら、感動した瞬間をとっておきの一枚に残したい、そんな思いをお持ちの方ならどなた
でも大歓迎です。高価な機材は必要ありません。とっておきの場所に出かけて、自分だ
けの自由な視点で写真撮影を楽しみましょう。「山旅フォト倶楽部」でお待ちしています。

旅行企画・実施

※ツアー・カタログはお電話、または E-mail にてご請求ください。
東　京／〒１０５-0003 東京都港区西新橋2-8-11（第7東洋海事ビル4階） .............Z03（3503）1911	 FAX.	03（3508）2529
大　阪／〒550-0003 大阪市西区京町堀1-4-3 （TCF肥後橋ビル2階） ................Z06（6444）3033	 FAX.	06（6444）3032
名古屋／〒450-0002 名古屋市中村区名駅3-23-2（第3千福ビル3階） ................Z052（581）3211	 FAX.	052（561）8338
福　岡／〒810-0073 福岡市中央区舞鶴1-2-8（セントラルビル5階） ......................Z092（715）1557	 FAX.	092（715）0826
広　島／広島サービスステーション （大阪支店転送電話） ..........................................Z082（542）1660	
仙　台／仙台サービスステーション （東京本社転送電話） ..........................................Z022（265）4611	
北海道／北海道地区総代理店（株）りんゆう観光 〒０６０‐0909 札幌市東区北９条東２丁目 ....Z011（711）7106	 FAX.	011（731）1456

e-mail: info@alpine-tour.com　http://www.alpine-tour.com

営業時間のお知らせ
● 平日：9:30〜18:30　  ● 土日祝：定休

りんゆう観光営業時間    ● 平日、土曜日、祝日：9：00〜17：00　  ● 日曜：定休

かつて王国として栄えた辺境地ラダックで
光と影のコントラストを追う

中世の面影を今に残す秘境の村を訪ね
知られざる、美しく嶮峻な山々を捉える

世界最高峰チョモランマの直下へ
天空の道を走破し、憧れのヒマラヤに迫る

白銀に輝くマッターホルンと凍てつくアイガー北壁
山上に滞在しながら、心ゆくまで撮影を楽しむ

インド北部の辺境地ラダックは、かつては独立した王国として栄え、険しい山々に取り囲まれた厳しい自
然環境と1974年まで外国人の入境が許されていなかったことから、チベット本土よりもチベットらしい
伝統と文化が残る貴重な土地です。極端に雨の少ない荒涼とした大地は朝夕の光のコントラストが特に
美しく、岩山に建つ僧院や、オアシスが点在する渓谷、紺碧の湖、素朴な生活を営む人々など、被写体
には事欠かない風景写真の宝庫です。

コーカサス山脈の核心部に位置するジョージア（旧グルジア）北西部のスワネチ地方の村を訪ね、
ジョージア最高峰シハラや怪峰ウシュバなど、5,000m級の嶮峻な山々の撮影を楽しみます。スワネチ
地方の最深部に位置するウシュグリ村は、中世に建てられた塔の家が今も数多く残る貴重な土地で、
山岳景観と調和した、他の地域では見られない独特な景観を生み出しています。まだ多くの方に知られ
ていない貴重な山岳風景に出会える場所です。

世界最高峰エベレスト（チベット名：チョモランマ）を間近に撮る。そんな夢を叶えませんか。ネパール側
では長いトレッキングが必要ですが、チベット側は専用車で北壁の直下まで入ることが出来ます。
高所特有の紺碧の空と、絶景が続く天空の道を走り抜け、数多くの7,000m峰や、シシャパンマやチョー・
オユーなどの8,000m峰の撮影を楽しみます。高所順応も考慮した行程で、壮大なチベット・ヒマラヤ
撮影の旅へご案内します。

晴天率が高く空気が澄んでいる冬は、名峰が白銀に輝き、ヒマラヤにも劣らぬ迫力となるため、スイス・
アルプスの撮影には最も適した季節です。日中はゴンドラや登山鉄道などを駆使して、圧雪されたスノート
レイルから絶景の撮影を楽しみます。マッターホルンやアイガーなどの名峰を眼前にのぞむ山上のロッジ
や山小屋にも滞在し、刻々と変化する朝夕の光景や、満天の星空など、山上の宿泊者だけが得られる
冬のアルプスの特別な時間を思う存分堪能します。

山旅フォト倶楽部 2018年今後の予定　※詳細はお気軽にお問い合わせください。

８月
ラダック

10月
コーカサス

11月
チベット

１月
（2019年）
スイス


